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　市は、温暖化対策に係る社会情勢の変化を受けて、「八

千代市第３次環境保全計画（改訂版）」及び「八千代市地域

脱炭素ロードマップ」を策定しました。ゼロカーボンシテ

ィの実現に向けて、ご協力をお願いします。この特集のお

問い合わせは、ゼロカーボンシティ推進室 421-6767へ。

％削減することを目指し、2050年度に向けて

はこれに加えて「みらい」に基づいた取り組

みを推進することでゼロカーボンシティの実

現を目指しています。

●ゼロカーボンシティ推進室の設置

　ゼロカーボンシティ実現のためには、一人

ひとりの生活や企業の事業活動におけるエネ

ルギー消費を抑えるとともに、再生可能エネ

ルギーなどを積極的に活用していく必要があ

ります。これらに関する施策を推進していく

ため、脱炭素に特化した専門部署として、ゼ

ロカーボンシティ推進室を設置し、情報発信

などの取り組みを進めています。

●皆さんの協力が必要です

　今後も引き続き目標達成に向け、市から率

先して脱炭素に取り組んでいきます。市民及

び事業者の皆さんも引き続きご協力をお願い

します。オール八千代でゼロカーボンシティ

を実現させましょう。

　以下の脱炭素に向けた取り組みの例を参考

に、自身のライフスタイルに取り入れられそ

うなことからご協力をお願いします。詳しく

は右下のコードから環境省デコ活へ。

【取り組み例】

• 食事を食べ残さない

• 宅配便は一度で受け取る

• ゴミの分別処理

• 省エネ家電の導入

• 太陽光発電の導入

• 断熱住宅に住む

• 次世代自動車の導入　など

●改訂の背景

　市は「八千代市第３次環

境保全計画」を策定し、同計

画に含まれた「八千代市地

球温暖化対策実行計画（区

域施策編）」において、市

域からの温室効果ガス排出

量の削減目標を2013年度比

で22％削減と定めました。その後、国の温室

効果ガス削減目標が変わり、本市もより高い

目標設定が求められることとなり、同計画を

改訂しました。

●主な改訂の内容

　市域からの温室効果ガス排出量の削減目標

を2013年度比で22％削減としていたものを40

％削減とし、更なる高みを目指すこととした

ほか、「八千代市地域気候変動適応計画」を

策定し同計画の中に盛

り込みました。また、

施策の内容についても

見直しを行いました。

　地球温暖化の原因となっている温室効果ガ

スにはさまざまなものがあります。その中で

も、最も影響があると言われるものが、二酸

化炭素です。産業革命以降、化石燃料の使用

が増えるにつれ、大気中の二酸化炭素の量も

増えています。

　地球に降り注ぐ太陽の光が地面を温め、地

表から放射される熱を、温室効果ガスが吸収

して大気を温めています。温室効果ガスが大

量に排出されることによって、大気中の濃度

が高まり、熱の吸収が増えすぎてしまい、地

球の気温が上昇しています。これが地球温暖

化です。

　私たちの暮らしは、地球温暖化に大きな影

響を及ぼしています。自動車、エアコン、テ

レビなどの便利な道具は、大量の二酸化炭素

を出します。現在は、工場や自動車が増え、

便利になった反面、二酸化炭素の排出が多い

暮らしになりました。

　八千代市立小・中・義務教育学校では、全

校でＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）

の推進を学校教育の重点目標に掲げていま

す。ＳＤＧｓの17の目標を教育課程に取り入

れ、ＳＤＧｓの達成に寄与する児童生徒の育

成を目指しています。廃棄する際のエネルギ

ーの無駄遣いを減らすために、着なくなった

洋服や、資源ごみなどの回収を行っています。

　大和田南小では、学校で自分たちが１か月

に使った電力量を表にして、廊下に張り出し、

可視化することで、電気の使い過ぎを意識す

ることができました。これまで以上に、使わな

い教室の電気を消したりすることで、前年比

で9.6％の電力量を削減することができました。

●目的と対象期間

　「脱炭素ロードマップ」

は、市が宣言したゼロカー

ボンシティの実現に向けて、

温室効果ガス排出削減目標

や取り組みについて示した

ものです。対象期間は2050

年度までです。

●実現に向けたキーワード

　「脱炭素ロードマップ」では、ゼロカーボ

ンシティ実現に向けて、「ひと」「まち」「み

らい」の３つのキーワードを掲げています。

　「ひと」はライフスタイル・社会システム

の変革を、「まち」は地域全体への既存技術

の普及を、「みらい」は革新的技術の早期実

装を意味しており、それぞれに関連した取り

組みを進めていきます。

●脱炭素シナリオ

2030年度に向けた削減対策については「ひ

と」「まち」に基づいて取り組むことで市域

からの温室効果ガス排出量を2013年度比で40

この特集のお問い合わせは、

指導課 ４81-0301へ

▲ 環境省デコ活
ホームページ

▲ 表は子ども達が作成しました
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


